
＊3 生産から消費までを、地域内で完結する流れ　＊4 情報通信技術　＊5 児童生徒用のコンピュータと学校
内の高速ネットワークを整備する取り組み　＊6 生活保護に準ずる程度に困窮している人
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そのほかの事業
（仮称）津山まちじゅう博
物館構想　　  　６月補正

城東・城西地区を中心に、
文化財、芸術、グルメをつ
なぎ合わせ、まち全体を博
物館と感じながら巡ることの
できる構想を策定します

公民館に無線ＬＡＮを整備
 　　　　　　　　６月補正

全公民館23館に無線LAN
を整備し、平常時の学習活動
と、災害時の情報伝達手段を
強化します

食品ロス削減を推進
 　　　　　　　　６月補正

食品ロスを削減するため、
食品ロス削減推進計画を策定
し、住民啓発、フードバンク
団体の支援などを行います

▶通学路の防犯灯設置費補助　 ▶消防団施設・設備の更新　 ▶城東・城西地区の景観維持向上 
▶旧苅田家住宅の保存　 ▶津山産小麦・つやま和牛のブランド化　 ▶不妊・不育治療の費用助成
▶加茂町スポーツセンター体育館改修　 ▶スポーツ施設トイレ洋式化

６月補正予算令和４年度

令和４年度の予算
一般会計（補正後)

485億７千997万円

※補正予算前（骨格予算）の
　内容は、広報津山５月号を
　ご覧ください

母子健康手帳アプリの
導入　　  　６月補正
　妊娠届・予防接種で
の手続きを簡素化・効
率化し、子育て情報を
配信します

子ども若者育成相談支
援
　ニートやひきこもり
の若者が就学・就業す
るなどの社会的自立に
向けた支援をします

その他
▶放課後児童クラブの充実
▶国民健康保険加入者への人間
ドック費用助成（上限額引き上
げ。脳ドックを対象に追加)

安心して暮らせる地域共生の社会を築く

小・中学校のＩＣＴ（＊4）
環境整備
　ＧＩＧＡスクール構想
（＊5）を推進するため、
ＩＣＴ環境を整備します

生徒指導・不登校生徒の
支援　　　  　６月補正
　児童生徒に寄り添い、
専門家、関係機関と連携
し、支援します

その他
▶きめ細やかな教育体制の整備
▶準要保護者(＊6)への就学援助

つやま産業支援センターによる企業支援
　個別企業の支援に加え、複数の企業間連携により、地域
内サプライチェーン（＊3）の構築を目指します

その他
▶再生可能エネルギーの導入調査
▶地域木材の利用促進

教育の充実で未来を切り拓く人材を築く

持続可能な地域内循環型の経済を築く
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（仮称）道の駅城東の整備
　　　　　　　   ６月補正
　道の駅を整備することで、
地域外から活力を呼び込み、
地域振興を促進します

ごみ減量の緊急対策
可燃ごみの減量３％達成を

目指し、集団回収の支援と啓
発を行います

急発進防止装置の整備費補助
 　　　　　　　　 ６月補正
高齢者の運転による自動車

事故を減らすため、後付けの
防止装置整備を補助します

し

　
すすすすすすすすすすすす紹介した事業を

　着実に進めてい
きます

　今年度の当初予算は、２月に市長選挙があったため、市民
生活への影響に配慮しながら義務的経費や継続的な事務事業
に要する経費を中心に構成していました。
　６月補正予算では、当初予算で計上を見送った総合計画主
要事業や総合戦略事業のほか、コロナ禍での生活困窮や原油
価格・物価高騰の支援策など、新たに取り組む政策的事業の
予算を計上しています。
　一般会計の補正予算額は、36億297万円、補正後の予算
総額は485億７千997万円になりました。

■問財政課☎32-2020

新型コロナウイルス感染症対策、原油価格・物価高騰への主な取り組み
【個人の皆さん向け】
●地域商品券の発行
　　市内の登録店舗で使うことができるプレミアム付き地域商品券を発行します
●住民税非課税世帯などへの給付金・生活応援金、子育て世帯への生活支援特別給付金
　住民税非課税世帯などに10万円（臨時特別給付金）と１万円（生活応援金)、低所得の子
育て世帯に５万円（子育て世帯生活支援特別給付金）を給付します
※住民税非課税世帯などへの給付金（10万円）は、既に同給付金を受給した世帯は対象外

【事業者の皆さん向け】
●公共交通・貨物運送などの事業者支援
　感染症や燃料費の高騰で影響を受けている、バス・タクシー・福祉タクシー・自動車運
転代行業・貨物運送業などの輸送事業者を支援します

【その他】
●避難所個別スペース用テントなどの購入
　災害時の避難所で、体調がすぐれない人の個別スペースを設けるため、資材を確保します
●学校食育センター調理用燃料費高騰分の負担
　給食費の負担が増加しないよう、調理用燃料費の高騰分を市が負担します
●観光喚起のための宿泊費などの助成
　市内で宿泊した人を対象に、宿泊費や食事代などに使うことができるクーポン券を配布します
●津山文化センター施設機能の向上
　施設内の会議室、ホールにWi-Fi環境を整備し、利便性向上を図ります


